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単
元
目
標

・ 名前や好きなもの・ことを伝える語句や表現が身についている。活字体の大文字を
理解している。（知識及び技能）
・ 名前や好きなもの・ことを伝える目的や場面，状況などに応じて，学習した語句や
表現を選択したり付け加えたりして，伝え合っている。（思考力，判断力，表現力）
・ 他者に配慮しながら，名前や好きなもの・ことを主体的に伝えようとしている。世
界や日本についての理解を深めようとしている。（学びに向かう力，人間性等）

言
語
材
料

【表現】 How do you spell your name? 　 E-M-I-L-Y.    Emily. 　 What sport do you like? 　 

I like soccer. 　 My name is ～. 　 I’m～. 　 I like ～. 　 I don’t like ～. など
【単語】 スポーツ（volleyballなど），色（redなど），食べ物（pizzaなど），学校（libraryなど）

Starting Out （2時間） Your Turn （2時間）

該
当
ペ
ー
ジ

目
標

自己紹介などのやり取りのおおよその内容を理解
しよう。 名前のつづりや好きなもの・ことをたずね合おう。

学
習
内
容
な
ど

登場人物たちが学校で出会い，登校途中や教室，
図書館などで，英語でやり取りをしている音声を
聞く。児童は中学年で学んだことをもとに，等身
大の登場人物のやり取りを通して，その内容のお
およその内容を理解できるかチャレンジをする。
海外から来た児童について知ることで，学習の楽
しさが増すであろう。スポーツや学校についての
単語を学習し，大文字の読み方も復習する。

登場人物の好きな色やスポーツを聞き取り，線で結
んだり，名前のつづりを見つけて〇で囲んだりする。
また，先生の好みを予想したり，ペア活動を通して
友達の好きな色，スポーツ，食べ物をたずね合うこ
とで，自己紹介で使用する主な表現や語彙の定着
を図る。アルファベットの大文字を書く活動が始ま
る。引き続き名前の確認もしつつ，4線上できちん
と自信を持って書くことができるように指導する。

四
技
能

聞く 話す
（やり取り）

話す
（発表） 読む 書く 聞く 話す

（やり取り）
話す

（発表） 読む 書く

     

評
価

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

    

Enjoy Communication （2時間） Over the Horizon （2時間） 

該
当
ペ
ー
ジ

目
標 名刺交換をしよう。 世界の名前について考えよう。

学
習
内
容
な
ど

巻末コミュニケーションカード（名刺カード）に，
自分の名前を大文字で書いて，ペアでつづりをた
ずね合う。続けてカードに自分の好きなもの・こ
との絵を描いてペアでたずね合う。最後の Step 3
では，さらに 1～2枚の名刺カードを作成し，ペ
ア活動とは異なる数人の友達と伝え合う活動をす
る。引き続きアルファベットの大文字の名前が認
識し，正しく書くことができるように指導する。

アメリカ，ベトナム，サウジアラビアの子供たち
の名前を学習しながら，日本の名前との違いにつ
いて考える。姓と名，名前の由来などについても
学習する。「日本のすてき」のコーナーでは，北
海道に住むオーストラリア人のロスさんへのイン
タビューを聞く。学習した英語が実際に使われる
場面に触れ，児童はもっと学びたいという動機を
高めるだろう。

四
技
能

聞く 話す
（やり取り）

話す
（発表） 読む 書く 聞く 話す

（やり取り）
話す

（発表） 読む 書く

  

評
価

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

   

Hello, friends （pp.10-17）
学習すること

自分の名前を紹介し，好きなもの・ことについて表現や，スポーツや色など
の単語を身につける。大文字の理解の定着を図る。

　新しく人と出会い，自己紹介をすることからコミ
ュニケーションは始まる。この教科書でも，登場人
物たちが初めて新しい英語の先生や外国からの友達
と出会い，自己紹介をするシーンから始まっている。
新学期の始まりにふさわしい単元である。
　まず，等身大の登場人物たちのやり取りをモデル
として聞く。自己紹介は通常，名前の紹介から始ま
るが，外国の人の名前は日本人にとって聞き取りづ
らく，また外国人にとっても日本人の名前は聞き取
りにくい。そこで名前を述べるときに，スペルアウ
トすることはよく行われる。アルファベットでどの
ように表記するのかを知ることは，児童にとって興
味深い活動となるだろう。
　この単元では大文字の名前の読み方の復習と書く
練習を行っているが，名前のスペルアウトは，文字

を使用する良い機会となり，文字を認識したり産出
する力を定着させるのに役立つ活動となる。
　また，自己紹介の活動において，相手とのやり取
りを通して内容を深めていく。中学年で学習した表
現である I like（色，スポーツ，食べ物）.を使って
自分のことを言い，また相手を理解していくという
コミュニケーション力を身につけていく。好きなこ
とだけではなく，I don’t like ～. （わたしは～が好
きではありません。）という表現も復習する。最終的
には名刺カードを使い，児童が相手意識を持って自
己紹介ができることをめざすことになる。
　表現の定着を進める目的で作られた歌やチャンツ
で，児童は自然なスピードで英語を使える力を蓄え
ていく。これらの教材を有効に使いながら，英語を
学ぶ楽しさを伝えたい。

Unit

1
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解説編
教科書全体の
編集方針のほか，

各単元の活用や指導の
流れなどを掲載しています。

ここでは，5年生
Unit1の内容を
お示しします。

紙面などを横の流れで表示
し，全体像が把握しやすい
デザインとしました。

最初の見開きは，単元の概要をつかむ
ことを目的としたページです。

各単元のめあてを
記載しています。

各単元で学ぶ内容の概要
を示しています。

主に扱う 4技能（5領
域）と，評価の観点を
示しています。

２教　内容解説資料

この資料は，２年度小学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。
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Starting Out （pp.10-17）

音に

出会う

め
あ
て

◉自己紹介などのやり取りのおおよその内容を理解しよう。
【1時・2時共通】　名前や好きなもの・ことについてのやり取りについて，おおよその内容を理解
しよう。

言
語
材
料

【表現】 How do you spell your name?　E-M-I-L-Y.　Emily.　What sport do you like?　I like ～.　
I don’t like ～.　What is your name?　I’m ～.　My name is ～.　I’m from ～.　Hi.　Hello.　
Nice to meet you. など
【単語】 スポーツ （soccerなど） , 学校 （libraryなど） 

Hi, English!
　Hi, English（pp.2-3）は，英語の授業を開始する
前に，それを学習する理由や意義を児童に考えさせ
る大切な活動である。紙面のさまざま写真を掲載が，
「英語を使って将来したいこと」を考えるヒントとな
る。児童が持つさまざまなイメージを拾い上げ，「英
語を学びたい！」と思わせる授業の導入としたい。

Starting Out
　4月はクラス替えなど新しい友達や先生と出会う
時期である。ここではそんな季節に，学校場面で聞
こえてきそうな内容の会話を聞き，表現に慣れ親し
ませる活動である。
　最初にすべての音声を聞き，場面を推測して聞こ
えた順に番号を空欄に記入させる。また，色で囲ま
れている B（No.3）には，この単元で学習する主な表
現がまとめられており，それらに慣れ親しませるこ
とで，次の Your Turnにつなげていく。
　No. 1では新しい転校生のエミリーに出会う。登
場人物たちは名前を言い，ルーカスは出身地も言う
（答えはC）。No. 2では担任の田中先生が新しいALT

のグリーン先生を紹介している。グリーン先生は自
己紹介として名前，出身地，好きなこと，そして演
奏できる楽器とそうでない楽器について話している
（答えは A）。No. 3はこの単元で取り扱う表現が出
ている最重要となる会話である。児童は名前のつづ
りや好きなスポーツを言うエミリーから，それらの
表現方法を学ぶ（答えは B）。No. 4では給食時間，
グリーン先生に「おいしい」という言葉を英語で何
と言うのか聞いている（答えは E）。No. 5では図書
室でエミリーがひろしに英語の本があるのかをたず
ね，図書館カードがほしいと言っている（答えはD）。
　活動の前にはワークシート（WS）を配布し，1時
間目は全体の音声を流し，番号を記入させるととも
に，わかったことなどをWSに記入させ，児童の積
極性な取り組みを引き出してもよい。2時間目は特
にNo.3の会話から，WSに答えを記入させる。

Let’s Try 1
　後述のWord Linkのスポーツ（PDの p.7），学校
（p.24）の単語を復唱したあとに行う活動である。指導
案の中では，指導者が言う単語の絵を指でさしたりす
るポインティングゲームを紹介しているが，それ以外の
ゲームも児童の実態に応じて適宜行いたい。指導書付
属の『小学校英語活動レシピ』から活動を選んでもよい。

Let’s Watch and Think
　ここでは，Starting Outの活動を改めて復習し，
Your Turnにつなげる。イラストではなくリアルな映
像や写真で，より児童に英語を学んでいる意識を高め

たい。ふたりの子供の自己紹介を聞く。No. 1のアメ
リカ出身のアダム（ADAM）は，すしが好き。No. 2の
メキシコ出身のケイト（KATE）は，水泳がとても好き。

Let’s Sing
　中学年の既習内容も多く，児童はおおよその内容を
すぐに理解できるだろう。この歌では，時間に応じた
あいさつに慣れ親しませたい。Picture Dictionary

の p.14を使って，morning（朝，午前），afternoon

（午後），evening（夕暮れ，晩）を確認させる，そして
歌詞にはないが，「おやすみなさい。」のGood night.

も取り上げる。次時以降も始業時のあいさつなどで適
宜扱いたい。また，Enjoy Communicationで使用
するタイトルの “Nice to meet you.”の表現にも慣れ
親しませる。

Let’s Chant
　① How do you spell your name?は本単元での
学習項目である名前のつづりを言う活動に直結する。
大文字の復習にも役立つので効果的に使用したい。
②What sport do you like?は内容が簡単で，児童
はすぐ言えるようになるだろう。内容に合わせてど
ちらかを選択する。

Small Talk
　学習した表現を復習する形で先生が質問し，児童
が答える形をとる。My name is ～.や I’m～.の表
現を用いて名前を答えさせる。できれば文字のつづ
りの表現も加えたい。

Word Link
　教科となった英語科では，単語理解の定着も大切
である。第 1時目は Starting OutのNo.3における
エミリーの “I like soccer.”を，第 2時目はNo.5の
ひ ろし の “This is our library.” をきっか け に，
Picture Dictionaryの「スポーツ」（p.7）と「学校」
（p.24）をそれぞれ学習させる。最初に指導者用絵カ
ードを使用しながら単語を導入してもよい。
　最後に単語の知識を深めるために，下記のような
クイズを行ってもよい。単語を丸覚えするだけでな
く，答えを考えることで児童の好奇心は活性化する。
【スポーツに関する質問例】
① What are winter sports?

　 （冬のスポーツにはどんなものがありますか。） 
② Tell me three sports that you use a ball.

　 （ボールを使うスポーツを 3つ言ってください。） 

Sounds and Letters
　指導者用デジタルブックのアルファベットチャー
トや巻末の文字カードなどを用い，大文字の名前を
復習する。それぞれの文字の名前を理解し，言える
ように指導する。

事前のプリントアウトが必要

Unit 1 Starting out

Class　　　　　　　Number　　　　　　　Name

1　英語を聞いて，わかったことや気づいたことを書こう。

2　英語を聞いて，次の質しつ問もんに答えよう。
（１）　エミリーの名前のつづりは何だろう。聞こえた順に□に番号を書こう。

　　　　

1

E
　　

I
　　

Y
　　

M
　　

L

（２）　エミリーはどこの国の出身かな。

（３）　エミリーの好きなスポーツの絵に○をつけよう。

　　　　 　　　　 　　　　

ワークシート （Starting Out） Picture Dictionary　スポーツ▶ p.7 Picture Dictionary　学校▶ p.24

一言メモ

Hi, Englishは 5年生の
冒頭だけ行われる活動
である。そのため，こ
の活動が入る分だけ，活
動の時間配分が難しく
なる可能性がある。そ
の場合は繰り返し行う
Let’s Sing や Small 
Talkを次時以降にまわ
すなど，柔軟な対応を
したい。
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紙面を大きく掲載してい
るので，実際の教科書を
開く手間が省けます。

関連する Picture Dictionaryの
ページも記載しています。

ここからは活動の内容などを
解説するページです。

各パートのめあてと言語材料を
コンパクトにまとめています。

各活動の目的やヒント，答え
などを詳しく解説しています。

２教　内容解説資料

この資料は，２年度小学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。



72 73

Your Turn （pp.12-13）

め
あ
て

◉名前のつづりや好きなもの・ことをたずね合おう。
【第 1時】　好きなもの・ことなどについてたずね合おう。
【第 2時】　Iや自分の名前をローマ字で書こう。語順を意識して好きな色と食べ物を表現しよう。

言
語
材
料

【表現】 How do you spell your name?　S-A-K-U-R-A.　I like ～.　I don’t like ～.　
What（color/sport/food）do you like? など
【単語】 色（redなど），スポーツ（soccerなど），食べ物（riceなど）

Let’s Listen 1
　音声を聞いて内容を理解するだけではなく，しっ
かり使いこなせるように，その知識の定着を図るの
が Your Turnである。最初に好き・好きではない
を表現したイラストと色，スポーツのイラストをも
とに，I like～.と I don’t like～.を復習する。否定
文の I don’t like ～.は十分に定着していない表現か
もしれないので，ていねいに指導する必要がある。
そのあとに音声を流し，登場人物の好き嫌いを線で
結ぶ。
1  エミリーはサッカーが好きだが，卓球は好きでは
ない。

2 ルーカスは赤が好きだが，白は好きではない。
3  さくらはバレーボールが好きだが，野球は好きで
はない。

4 ひろしは黄色が好きだが，黒は好きではない。
という内容であるが，それぞれ名前のつづり方も紹
介される。

Let’s Try 2
　今まで聞いてきた言語材料を使って，好きな色，
スポーツ，食べ物について友達にたずねたり，答え
たりする活動である。食べ物の単語は，次時の
Word Linkで復習するので，中学年で既習内容の
範囲でやり取りさせる。分からない場合は，Picture 

Dictionaryの pp.8-9を参照させてもよい。
　最初に，ALTや児童とWhat color/sport/food 

do you like?  ─ I like blue.というやり取りを確認
する。次に，指導者の好きな色，スポーツ，食べ物
を児童にたずねるように指示する。それぞれの質問
に指導者が答え，その答えを日本語で空欄に記入さ
せる。このやり取りをモデルとして，児童どうしが
横でペアを作り，質問したり答えたりする。
　次に前後ペアになり，同様の活動をする。ペア活
動ではクリアに話すこと，相手と適切なアイコンタ
クトを取ることなどを心がけるように指導する。

Let’s Listen 2
　ここでは，今まで学習してきた名前のスペルを聞
く活動を通して，児童が名前のスペルについてのや
り取りが理解できるように指導する。アルファベッ
トの大文字の名前の復習も兼ねている。この活動の
前に，Let’s Chant 1 の How do you spell your 

name?を聞いていれば，チャンツを通して自然にこ
の表現が出てくるようになるだろう。
　そのあと，この活動の音声を流し，聞こえた名前
やそのつづりをメモしながら，正しい文字群を探し，
それを〇で囲むように指示する。

Let’s Try 3
　自分の好きな色と食べ物を表す文の構造を，巻末
の絵カードを使いながら，考える活動である。最初
に似顔絵と英語の大文字での名前の記入をさせる。
　そのあとに「I」を書かせることで，「わたし」と
いう概念を定着させる。わたしを表す「I」はとても
大切で，ほかの you, he, she, theyなどと異なり，
この世で唯一の存在なので，英語ではどんな場合で
も大文字で表わすことを伝える（ただし，最近ではカ
ジュアルなメールなどで，小文字を使う人も多いこ
ともある）。
　次に巻末の絵カードから好きな色と食べ物を選び，
□に置かせる。この活動を通して児童は文の構造を
視覚化することができるようになり，目的語にあた
る語が likeのあとにくることに意識を向けるように
なるだろう。

Small Talk
　ここではWhat sport do you like?と先生がたず
ね，児童は自分の好きなスポーツを答える。I like 

～.だけでなく，Do you like～?などの表現を使っ
て I don’t like ～.を引き出せば，Let’s Listen 1に
対するよい導入となる。なるべく長く会話を続ける
ために，Me, too.や Pardon?などの表現を教える
ことも今後，必要になってくる。

Word Link
　ここでは色（PDの p.6）や食べ物（PDの p.8）の単
語を扱う。食べ物の単語は数が多いが，既に慣れ親
しんでいる単語もたくさんあるので，児童にとって
分かりづらい単語のみ扱う形でもよいだろう。

Sounds and Letters
　大文字の名前の認識に関する活動を終え，ここか
らは大文字を書く練習が始まる。教科書の p.86で
A～Gを，p.87にかけてH～Nを練習する。書き順
などを参考に字を書いていくが，大切なのは文字を
書く際，その名前を言いながら書くことである。児
童は中学年から英語のアルファベットに関してはロ
ーマ字学習を通してふれている。しかし，アルファ
ベットの名前の言い方はローマ字の学習とはまった
く異なり，英語の音で正しく認識し，産出する必要
がある。文字を書くときも文字の名前を正確に発音
しながら書くことで，さらにのちに学習する英語の
音にも親しむことができるのである。
　時間がない場合は一つだけ書かせ，あとは宿題に
することもできる。逆に時間がある場合は先に進ん
でもよい。そうすれば，次時の巻末コミュニケーシ
ョンカード（名刺カード）を書く活動の前に，児童は
大部分の大文字を書く活動を終えることになる。

Picture Dictionary　色▶ p.6 Picture Dictionary　食べ物▶ p.8

・Do you want to listen again?

　（もう一度聞きたいですか。） 
・Check the answer.

　（答え合わせをしましょう。） 
・Say the number of the picture that I’ll 

say/call out.

　（私が言う絵の番号を言ってください。）

会話に

慣れる

指導者の表現例
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Enjoy Communication （pp.14-15）

め
あ
て

◉名刺交換をしよう。
【第 1時】自分の名前と好きなもの・ことをかいた名刺を作り，伝え合おう。
【第 2時】名刺交換を通して，名前や好きなもの・ことなどを伝え合おう。

言
語
材
料

【表現】 How do you spell your name?　E-M-I-L-Y. Emily.　What（sport/color/food）do you 
like?　I like ～.　Hello.　Nice to meet you.　Nice to meet you, too.
【単語】 スポーツ（soccerなど），色（redなど），食べ物（pizzaなど） 

概要と準備
　本パートでは，巻末コミュニケーションカード（名
刺カード）を作成し，それを使用しながら，自己紹介
する。ていねいに順を追った活動で，全員の児童が
英語で積極的にコミュニケーションするように動機
付けたい。名刺カードは巻末に 2枚分用意してある
が，できれば合わせて最低 3枚は用意したい。その
ためにはワークシート編を使って，あらかじめ各児
童用に少なくとも 1枚ずつ余分に印刷しておくこと
が必要になる。児童に好きな動物や番号などの活動
をさせてもよいが，その場合はさらに人数分のカー
ドのコピーを用意する必要がある。
　活動の全体像をつかむために，指導者用デジタル
ブックの映像を使用すると効果的である。

Step 1
　最初に巻末コミュニケーションカードを 1枚切っ
て用意させる。次に，カードに自分の名前（名）を 4

線上に大文字で書くように指示する。ALT（または
児童）と教科書のモデル会話を行う。
　なお，ここではすべての大文字を練習する前に，
名刺カードの４線を書くことになる。そのため，名
前の中にまだ練習していないアルファベットが使用
されている児童には，p.85を参照させて書き写すよ
うにさせるか，先に該当する文字についてだけ練習
させてからカードに記入させてもよい。そのほかに
は，Sounds and Lettersの順番を変更して，活動
前に行うなどの方法も考えられる。

Step 2
　カードの名前の下に自分の好きなスポーツを描くよ
うに指示する。絵を描くのが苦手な児童がいる場合
は，前時の終了後にチラシを切って持ってくるよう指
示させて，それを貼らせる方法なども考えられる。時
間がない場合は，日本語で記入させるだけでもよい。
　そのあと指導者は ALT（または児童）とモデル会話
を行う。Picture Dictionaryの表紙裏にある，How 

about you?（あなたはどう？）を教えると，スムーズ
な会話になることを伝えてもよい。
　Step 1と同様に，モデルにならってペアで会話をさ
せる。このときもカードを見ないかわりに，相手をし
っかり見て，クリアな声で英語を言うように助言する。

Step 3
　巻末にあるもう 1枚のカードを切り取らせたあと，
あらかじめ用意していた追加の名刺カードを配布す
る。1枚目には好きな動物，もう 1枚には好きな食
べ物を描くように指示する。絵を描くことが目的で
はないので，あまり時間をかけないようにする。活
動に入る前に，前時で作ったスポーツカードも合わ

せて，3枚カードを持っていることを確認する。
　始まりのあいさつの “Hello!”と，終わりのあいさ
つの “Nice to meet you.”を指導者によるモデル会
話を通じて確認する。“Nice to meet you.”は歌で
繰り返し発話しているが，ここでは「わたし “も ”

あえてうれしい」という “Nice to meet you, too.”

をとくに発話させたい。最初にスポーツカードを持
ち，ALT（または児童）と QRコードの音声にあるよ
うなモデル会話を実演する。下に例をあげる。

Aoi: Hi!　I’m Aoi.

Shoma: Hello.　My name is Shoma.

Aoi: How do you spell your name?

Shoma: S-H-O-M-A.　Shoma.

 How do you spell your name?

Aoi: A-O-I.　Aoi.

 Shoma, what sport do you like?

Shoma: I like tennis.

 What sport do you like?

Aoi: I like soccer.

 Nice to meet you.

Shoma: Nice to meet you, too.

　モデル会話をもとに，クラスを歩きながら出会っ
た友達とペアになり，最後にカードを交換するよう
指示する。続いて 2番目として色カードを，そして最
後に食べ物カードを使って，同様の活動をするように
指示を出す。活動の際，英語を話していることを意識
し，Clear Voice, Eye Contact, Smiles, Gestures

をするように助言する。活動が終了したら，もとの
持ち主にカードを返させ，自分のカードで一番のお
気に入りを p.34に貼らせる。

Small Talk
　名刺交換でも扱う，色をたずねるWhat color do 

you like?とたずねる Small Talkを通じて，Enjoy 

Communicationの活動の導入としたい。加えて，
できれば既に単語の練習を行っている食べ物などに
ついても聞くことで，児童は安心して活動を行うこ
とができる。

Sounds and Letters
　教科書の p.87のO～TとU～Zを練習する。ここ
でも文字を書く際，その名前を言いながら書くことを
徹底させたい。このパートでは前述のように，名刺
カードに 4線を書く活動を，すべての大文字を書く
練習が終わる前に行うことになる。そのため，児童
の状況に合わせて，名刺を作成する前にこの活動を
行うなど，柔軟なカリキュラム編成を行ってもよい。

四線の上に名前（名）を大文字を，下の空欄に好きなものなどの
絵を描かせる。時間がない場合は日本語で記入させてもよい。

コミュニケーションを

楽しむ

指導者の表現例

・Have good eye contact.

　（相手の目をしっかり見ましょう。） 
・Please speak clearly.

　（はっきり話しましょう。） 
・Don’t forget to say hello at first.

　（最初に「Hello.」と言うのを忘れないでください。）
・Exchange your card （after your introduction）.
　（自己紹介の後にカードを交換してください。）
・Walk around and find a partner.

　（歩いてパートナーを見つけましょう。）
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め
あ
て

◉世界の名前について考えよう。
【第 1時】世界の名前について考え，世界と日本についての理解を深めよう。
【第 2時】英語と日本語との違いを知り，世界と日本についての理解を深めよう。

言
語
材
料

【言語材料】 I’m ～.　My family name is ～.　Let’s go to ～.　Are you～?　Where are you 
from?　Where do you live?　I live in ～.　What is your job?　Is ～ good?
【単語】 adventure guide, rafting, tour, mountain, biking, summer, winter, snow, come, 
enjoy, outdoor activities

概要
　ここでは単元に関連する事柄を中心に文化や慣習
に関することを学ぶ「 Do you know?」，それを土
台にして英語に挑戦する「Challenge」,英語と日
本語の違いについて学習する「ことば探検」，日本に
住む外国人へのインタビューを聞く「日本のすてき」
という主に 4つのコーナーで構成されている。児童
の英語学習に向かう態度を積極的に保つことができ
るよう，これらの活動を有効的に使用したい。

Do you know?
　アメリカ，ベトナム，サウジアラビアの子供たち
の名前を通して，異なる慣習について考える。姓名
の並び方，姓と名の間にある名前の持つ意味などを
一緒に考える活動で，できるだけ児童から考えや意
見を引き出したい。なお，紙面の内容の説明には以
下のようなことが考えられる。
　アメリカのミドルネームのつけ方に明確な基準は
ないが，親しかった故人を偲んでその名を用いたり，
母親の旧姓を用いたりすることもある。
　ベトナムの中間名については，かつては男の子に
はヴァン，女の子にはチーと名づけることが多かっ
たという。現在では以前より自由につけるようにな
っている。
　サウジアラビアの男性の名前は，先祖代々の名前
を連ねた形となる。ここでは，ひいおじいさんまで
となっているが，実際は何代連ねてもよい。パスポ
ートではおじいさんまでの名前を書くようになって
いる。
　そのような説明の後，名前に関連するクイズに移る
ことになる。正解は，Smith→④，MacDonald→
②，Newton→③，Woods→①である。他に下記の
ような情報も面白いかもしれない（正解は下線）。
① 次の 5つの名前の中で，アメリカで一番多い名前
は ?（Brown, Smith, Williams, Johnson, Jones） 
② 次の 5つの名前の中でイギリスの女の子に一番多
い名前は？（Emily, Amelia, Sophia, Lily, Olivia）

Challenge
　名前に関連し，今までは first name（名）を中心に
勉強してきた。ここではMy family name is ～.の
ように，姓を言う表現を学習する。指導者がまず自
分の名前を使い，I’m Yuji（名）.　My family name 

is Tanaka（姓）.と自己紹介のモデルを見せる。モデ
ルに合わせてペアで練習するように指示する。
　できれば “My family name is ～.”とだけ伝えるの
ではなく，Enjoy Communicationで学習した “Nice 

to meet you.” “Nice to meet you, too.” に加え，
“How about you?”などといったPicture Dictionary

の「こんなときどう言うの？」（表紙裏）などの表現も適
宜触れさせていきたい。

ことば探検
　自分のことを何と言うのか，児童と一緒に考える
活動である。紙面で掲載されている例のほかにも，
自分，おいら，おれ，あたし，わし，あたくし，わ
い，などがあげられるだろう。日本語と英語を比べ
てどんなことを感じたのか書くように指示し，気付
きを発表させる。英語では，自分のことを示す表現
は Iだけだが，日本語にはたくさんの表現があるこ
とに気づかせたい。

日本のすてき
　ニセコでアドベンチャーガイドとして働いている
ロス・フィンドレーさんについて学ぶ。全体の音声
を 1回流し，まずは仕事について情報を得るように
指示する。仕事の内容を確かめてから，以下のよう
な聞き取りのヒントを与える。2回聞かせながら，
教科書に分かったことを記入させる（ヒントを板書し
てもよい）。
1） 出身地 → オーストラリア
2） 今住んでいるところは？
　 → ニセコ （北海道南西部） 
3） 夏の好きなスポーツ
　 → ラフティングとマウンテンバイキング
4） 冬の好きなスポーツ → スキー
　ニセコは雪質がよいことで知られており，香港や
中国などアジア各国のほか，オーストラリアやアメ
リカから多数の観光客が訪れることを伝えてもよい
だろう。

Small Talk
　中学年で十分に慣れ親しんだ果物を題材とした
Small Talk で あ る。Picture Dictionary の p.10

を参照させてもよい。What fruit do you like? だ
けでなく時間がある場合は，What animal do you 

like?などのやり取りを取り入れることも可能。

Sounds and Letters
　教科書 p.92の大文字の BINGOをする。まず指
導者が 16文字を選定する（できれば指導者絵カード
も用意しておく）。次に指導者はそれらの文字を言い，
児童はボックスに言われた 16文字を一つずつ好き
なところに記入する。すべての文字を言い終えたの
ち，Let’s start BINGO!と言いながら16文字を（絵
カードを示しながら）言う。縦，横，斜めの列にある
すべての文字が読まれれば BINGOとなる。
　文字理解がまだ十分でない児童のために，文字を
言う度に絵カードを見せて確認させる。

Over the Horizon （pp.16-17）

世界を

広げる

指導者の表現例一言メモ

学習した英語をもとに，他教科の知識などと融合を
図りながら，児童の視野を広げていくことが目的のパ
ートである。また，Enjoy Communicationのパー
トが 2時間で終わらなかった場合などには，単元の
時間調整に使用することも可能である。例えば，7/8

時間の最初の 20分ほどをEnjoy Communication

の Step 3にあて，残りの時間で “Do you know”と
“Challenge”を行うことができる。

・Let’s think about names in the world.

　（世界の名前について考えてみましょう。） 
・What’s your family name?

　（あなたの姓はなんですか。） 
・What does each name mean?

　（それぞれの名前はどのような意味でしょうか。） 
・What is his job? ／ What does he do?

　（彼の仕事は何ですか。）
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